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私 の ス ケ ッチ ・ブ ック(23)

ク リスマスツ リー と家族

国立民族学博物館助教授

森 　明 子

■ ツ リーの飾 り

　 11月 になる と、ヨーロッパの都市 はク

リスマスの準備を始める。楽 しみのひと

つはデパー トのシ ョーウィン ドウで、ベ

ルリンで名高いカーデーヴェーは、とく

に見ごたえがある。私が都市文化の厚さ

を感 じるところである。2年 ほど前 に見

たときは、19世 紀以来現在 にいたるまで

のツリー飾 りを再現

していた。それはベ

ルリン市民の歴史を

垣間見るような楽 し

い展示だった。

　たとえば、ガラス

球が使われるように

なったのは20世 紀初

頭で、その当時、薄

いガラス球は、たい

へん高価 なものだっ

た。彩色 されたガラ

ス球の色調は、えも

いわず柔 らかい。 ガ

ラス球の前身は リン

ゴの果実 で あ る。

100年 ほ ど前 、裕福

な資産家が財にもの をいわせて、 リンゴ

を高級 なガラス球 にかえたのである。

　 1960年 代 になる と、工場の大量生産に

よって安価 な球がつ くられ るようにな

り、それが またた くまに家庭 に普及 し

た。金、銀、赤、緑などの極彩色の球を

ぶ らさげた庶民的 なクリスマス ツリー

は、ほぼ同じ時期、 日本に流行 したもの

図1　 高 級 デ パ ー ト、 カー デ ー ヴ ェー の定 評

　 　あ る ク リス マ ス ・マ ー ケ ッ ト。

　 　高級 な ガ ラス球 が 輝 い て い る。

と似ている。その

後、ガラス球は再

び高級化 し、吹 き

ガラス製の美 しい

製品が出回ってい

る。

　銀色の細 いモー

ルを天使の髪 に見

立てて、ツリーに

飾るのをラメッタ

といって、ずいぶ

ん流 行 した。 だ

が、これも現在で

は流行お くれにな

った。材質がアル

ミニウムで、環境

保護の立場か ら望
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ましくない し、ツリーの枝 にからみつい

て、 クリスマス後のごみ処理にも不都合

を起 こすか らだ とい う。1960年 代 、高度

経済成長期 のドイツ で、ツ リーは極彩色

の球 とラメッタに、豆電球の電飾 も加え

て、 ピカピカと光 っていた。豆電球の明

るい光は、当時たいへ んモダンなもの と

されていた。 この反動が、1970～80年 代

にくる。伝統的なものが好 まれ、藁細工

で天使や星 をか たどった飾 りが流行 し

た。明るす ぎる光 は流行遅れ とされて、

ろ うそ くに近い、落ち着いた光が好 まれ

るようになる。

　 これ らのほかにも、ブリキ製の飾 りが

流行 した時期 もあった し、木彫 りの飾 り

が流行 した時期 もある。戦争中は、兵士

をかた どったモチー フもあった。

　 ツリー飾 りの変遷は、工業化、戦争、

大量生産や環境保護 といった、19世 紀か

ら20世 紀 にわたる経済や社会の動向を映

し出 している。

■家族 で祝 うク リスマス(1960年 代)

　歴史の中のクリスマスツリーが時代の

空気 を投影するように、家庭のクリスマ

スツ リーは家族の歴史を映 し出す。

　プファルッ地方出身のヴォルツ 家を紹

介 しよう。1920年 代初頭 に生 まれたお父

さんは、大学で化学 を修めた博士で、化

学工業関係の大企業に勤めた。転勤が多

く、ロン ドン、東京、ニューヨークで暮

した経験 もある。クリスマス休暇 にプフ

ァルツに帰郷することもあった し、赴任

地でクリスマス を祝 うこともあったとい

う。1960年 代 当時の故郷でのクリスマス

休暇について、現在40歳 代 になった息子

に聞いた。

　両親 は故郷のプファルツ地方に住まい

をもっていて、1.5kmく らい離れたとこ

ろに、母方の祖父母 と未亡人の大叔母が

住 んでいた。クリスマスは、この家族が

集 まって、 ともに祝 った。聖夜 の夕方

は、教会の ミサにみんなで出かけて、帰

宅後、クリスマスツリーを囲んでプレゼ

ン トを開いた。プレゼ ントは、この時ま

で包装 してツリーの根元 に置いてある。

そのあと夕食で、ガチ ョウのロース トな

どのご馳走 を食べた。

　翌25日 は、11時 に父の友人を訪ねるこ

とになっていて、そこではワインとクッ

キーを出された。帰宅 してから、家族で

昼食 をとった。翌26日 も祭 日だった。

■家族の歴史 とク リスマスの飾 り

　さて、家族のもとにあるクリスマスの

飾 りは、毎年その時期に出して飾 り、済

む とふたたび箱に収めて、翌年 まで しま

ってお く。 日本で も同様だが、その感覚

はお雛様 に近いと思う。というのも、ッ

リーの飾 りが少 しずつ増えてい くのを楽

しむふうがあるからだ。

　時間をかけてたまっていった飾 りの全

体は、流行 という側面か ら見れば、ごち

ゃ混ぜである。だが、 ツリーの飾 りはそ

の年 ごとに選んで飾るもので、調和 よく

新 しい もの と古いものを合わせてい くの

だそうだ。相性のいい飾 りを選んで、美

しいッリーを演出するのは、飾る人の腕

の見せ どころである。

　一方で、ごちゃ混ぜの飾 りを入れた箱

を、年を経てあ らためて眺めてみるの も

楽 しい ものに違いない。飾 りのひとつひ
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とつに思い出が結びついていて、そこに

家族の歴史を垣間見 るからだ。

　 ヴォルツ家に現在ある飾 りのほとんど

は、1970～1990年 のあいだに、南ドイツ

やオース トリア、北 イタリアなどを旅行

したときに買ったものだとい う。訪れた

先で気に入った飾 りを見つけては買って

いるうちに、自然 に増 えていった。手作

りのものも含 まれている。

　 い くつか例 をあげ よう。藁細工の飾 り

のモチーフには、星 ・ハー ト・鐘の形の

ほかに、ア ドラン トというギ リシアの異

教的人物の もの もある。そ うか と思 う

と、合成樹脂の長靴や、木でリンゴをか

たどって彩色 した飾 りもある。モチーフ

は、いずれも古い時代から受け継いだも

のであるが、地方色ゆたかで、さまざま

な材 質や制作方法 の ものが混 ざってい

る。

　胡桃の実 に紐 を通 した飾 りは手製であ

る。折 りたたみで きる高 さ約15cmの 木枠

は、父がスキー旅行に行ったときに、卓

上で ッリー飾 りをか けるため に工作 し

た。丁寧に緑色に塗ってある。モ ミカサ

は森でひろったもので、1960年 代 から毎

図2 ヴ ォ ル ッ家 ニ ュ ー ヨー ク時 代 の ク リ

スマ ス(1962年)。

ッ リーか らた れ て いる の が ラ メ ッ タ。
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年、待降節のろうそ くに添えて飾 ってい

た。

　 ヴォルツ 家ではいつ もお母 さんがツリ

ーを飾 っていたという
。10年 前 にそのお

母 さんが亡 くなる と、お父 さんも息子

も、家でクリスマスを祝 う気持 ちをなく

して しまった。それで、 これ らの飾 り

も、10年 間、箱の中に眠っていた。

■家族 の成長とク リスマ ス(2000年 代)

　 クリスマスは家族の祭 りである。それ

はち ょうど、日本のお正月が家族の祭 り

であるのと対応する。家の掃除 をし、ご

馳走 をつ くって、家族がゆったりと過ご

す。家族が集 まるところに飾 るクリスマ

スツリーにあたるものはないか と、門松

を思い浮かべたが、趣がだいぶ違 う。

　お母さんが亡 くなって、ヴォルツ家か

らクリスマスツリーは消 えた。そのかわ

りに、お父さんは息子夫婦 とともにクリ

スマスを祝 うようになった。

　 ヴォルツ 家の一人息子は、現在ベルリ

ンに住んでいる。妻は ミュンスター出身

で、子供はない。夫婦 はこの10年 ほど、

クリスマス休暇 を妻の故郷で過 ごすのを

恒例にしている。ベル リンの住 まいに、

クリスマスツリーは飾 らない。

　つま り、 クリスマス休暇には、ベルリ

ンの夫婦 とプファルツに住 む夫の父が、

ミュンスターを訪れるのである。ちなみ

に、広い ドイツのベルリンは東の端、 ミ

ュンス ターは西の端、プファルツ ははる

か南 に位置 している。ふだんは遠 く離れ

て生活 している複数の家族が、 クリスマ

スの期間だけ集まって、ひとつの拡大家

族になるのだ。



　 「クリスマス をともに過 ごす人々 は家

族であ り、家族はクリスマスをともに過

ごす」 という意識が、 ヨーロ ッパの人々

にはある。それは、私たちのお正月 と同

様である。ふだん一緒に生活 していな く

て も、家族 が集 まるべ きときとところ

は、意識の中に確保 されている。ただ し

この拡大家族 も、やがて老いてい く。ク

リスマスツリーは、この成長する拡大家

族の核 として位置づけ られる。

　現在、ヴォルツ家の人々は、 クリスマ

スを次の ように過ごす とい う。

21日　 ベル リンの夫婦が ミュンス ター

　　　 に到着。

22日 　 プファルツの父が ミュンス ター

　　　 に到着。ベル リンの夫婦 は、 ミ

　　　 ュンスターの古い友人たちと過

　　　 ごす。

23日 　買い物。妻の弟が到着。

24日 　 教会のミサ に家族そろって出か

　　　 ける。帰宅 してか らプレゼ ント

　　　交換 。 ミュンスターの母の料

　　　理。

25日 　男性2人(ベ ルリンの夫 ・妻の

　　　弟)の 料理。

26日 　 弟の恋人が訪問。 レス トランで

　　　食事。博物館見学、散歩、友人

　　　 との再会 など。

27日 　 プファルツの父が帰宅。

　 21日 か ら26日 の行動 は毎年恒例 であ

る。25日 に2人 の男性 が料理 する こ と

も、拡大家族の クリスマス行事 のひとつ

で、「今年のメニュー」は前菜か らデザ

ー トまで
、白と赤のワインの銘柄 も合わ

せて、すで にll月 の うちに決 まってい

た。27日 以降は年 によってさまざまで、

ベル リンの夫婦が大晦 日をミュ ンスター

で祝 う年 もあるし、ベルリンで祝 う年 も

ある という　(ド イツ で は新年 よ りも、

「大晦日深夜12時 をどこで祝 うか」が焦

点 になる)。

　 この拡大家族は、 ミュンス ター在住の

年長夫婦 を中心 として、その子供の家族

を主要構成要素 とする。プファルツの父

が加わったのは母が亡 くなってか らの こ

とで、家族が老いたことによっている。

弟の恋人は一緒に住む仲だが、彼女 は例

年26日 になってから合流す る。自分の両

親のもとで クリスマスを過 ごすためで、

彼女は目下のところ拡大家族の境界上の

メンバーといえよう。

　ベルリンの夫婦 も、家族 としてみれば

若い。彼 らに子供があれば、ベル リンの

住 まいにもクリスマスツリーが飾 られる

だろうし、子 どもが成長すれば、ベル リ

ンのクリスマスツリーの もとに、拡大家

族が構成 されることも考えられる。 プフ

ァルツや ミュンスターの老人がそこを訪

問することもあ りうるのだ。

　こうしてみて、あ らためて、クリスマ

スツリーが、 ドイツの家族の核 に位置づ

け られることが、理解で きるのではない

だろうか。年長のヴォルツ 家(プ ファル

ツ)で は、クリスマスを仕切っていたお

母 さんの死 とともに、家族の核が次の世

代へ と移 ったのである。その核が、 目下

の ところ ミュンスターにおかれている。

　 さて、箱の中に眠っていたヴォルツ家

のツリーの飾 りは、お願いして一式 とし

て国立民族学博 物館 に譲 っていただい

た。いずれ展示 して、日本の人々に見て

もらいたい と思っている。
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